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I consider that “movement” of living animals is an 
indispensable factor to emphasize senses of vitality at 
expression of the portraying of living animals, 
regardless of how painters are attracted by animals. 
On this article, I aim on finding some of method to 
express “movement of living animals” in paintings, and 
take particular note of expression by Toyoshiro Fukuda.  
Toyoshiro’s creation “Juhyo” has deer in it. There was 
preceding study on the wording to express the 
“movement” of these deer. Based upon this preceding 
study, I made research on Toyoshiro’s creations, and 
found 5 creations showing deer including “Juhyo” 
among the period between 1937 and 1964. Since I 
found some variation in his expression, I made study on 
shift of Toyoshiro’s consciousness on “movement” and 
method to express “movement of living animals, based 
upon preceding studies and viewing researches, 
focusing into his creations on “deer”.  
Method of Toyoshiro’s expression of “movement” was 
by its compositionin “Juhyo” in 1937.  However, his 
mural of Dunhuang as ”Tonkou” in 1959 after visiting 
there in 1956, and “Kinkazan” right after it had 
“movement” by “lines”, which you could not find 
beforehand.  In his creation of “NagaretoShika” in 1960 
and “Nobi – Kemono” in 1964, you can find more types 
of lines by affluence in colors and by odyssey of method 
like strength of touch, scraping.  I consider Toyoshiro’s 
odyssey of “line” gave dynamism on deer, and I found it 
was the method he found in order to express 
“movement”.  
From described above, it turned to be clear that 
seeing the mural of Dunhuang was his significant 
moment of reaffirming of identity of “line” in not only 
Japanese but also oriental painting. I draw my 
conclusion that Toyoshiro utilized “line” effectively as the 
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1930 年に第 11 回帝展に出品した《早苗曇り》が特選
を受賞し、日本画家として頭角を現しはじめた注 21。豊
四郎は、帝展、文展、官展注 22に作品を発表すると同時






























































































































































図 4 敦煌・莫高窟壁画  
《狩猟図》西魏  





















































































































































































②《敦煌》1959 年－敦煌訪問から 3年後 



















彩 色 、 169.5 ×
291.0 ㎝、秋田県
立近代美術館蔵 






















































































































































































































































注 1 中野玄三「結び」『日本人の動物画 古代から近代までの歩














議会、2014 年、15 頁） 
注 5 「各新聞社の文展評」『塔影』、塔影社、13 巻 11 号、1937
年、15－40 頁。 
注 6 同前掲書（注 5）参考。 
注 7 久米「東京日日評」同前掲書（注 5）、19 頁引用 
注 8 中川「都新聞評」同前掲書（注 5）、21 頁引用。 
注 9 下店「國民新聞評」同前掲書（注 5）、22 頁引用。 
注 10 同前掲書（注 5）参考。 
注 11 福田豊四郎「作者の言葉」『美術』、美術發行所、12 巻 11
号、1937 年、参考。 
注 12 庄司淳一「モダニストの帰郷」『生誕 100 年 福田豊四郎展』、
秋田県立近代美術館、宮城県美術館、2004 年、10 頁－14 頁。 
注 13 同前掲書（注 5）。  
注 14 注 12 の論考中の「4．ファンタジー《樹氷》」、11 頁。 
注 15 保泉充「福田豊四郎とその仲間たち」『福田豊四郎のその時
代』、秋田県立近代美術館、2000 年、6－10 頁。 
注 16 武塙林太郎「福田豊四郎の画業」『秋田大学教育学部研究紀
要』、秋田大学、第 22 集、1972 年、1－13 頁。 
注 17 同上。 
注 18 「福田豊四郎 関連年譜」前掲書（注 12）、111 頁参考。 
注 19 安田隼人「福田豊四郎における落款の基礎研究」『秋田美術』、
秋田県立近代美術館、第 53 号、2017 年、27 頁。 
注 20 同上。 
注 21 同前掲書（注 18）。 
注 22 文展とは、1970（明治 40）年に文部省が主催した新作公募
展で、正式には文部省美術展覧会という。フランスのサロンに
倣った官設美術展である。1919（大正 8）年に帝国美術院（帝




解 日本画用語事典』、東京美術、2007 年、24 頁参考） 
注 23 1918 年に結成され、1928 年には第一部であった日本画は
解散した。（前掲書（注 18）、110－111 頁） 
注 24 1929 年に川端龍子が結成し、豊四郎も参加した。（「年譜」
『三彩』、三彩社、202 号増刊、1966 年、36 頁） 
注 25 1948 年に創造美術は、「世界性に立脚する日本絵画の創造
に期す」と掲げた団体（杉本昌裕「総論 創画会 60 年展」『創
画展 60 年展―創造美術からの流れ―』、読売新聞社、2007 年、
16－21 頁参考） 
注 26 保泉、前掲書（注 15）、7 頁。 
注 27 1934 年に結成。（前掲書（注 18）、112 頁） 
注 28 草薙奈律子「福田豊四郎の芸術」『三彩』、三彩社、527 号、
1991 年、57 頁。 
注 29 注 2 同本の中の「東洋ロマン」40 頁、「雑記」74 頁など。 
注 30 同前掲書（注 2）。 
注 31 福田「水槽の小魚」同前掲書（注 2）、180 頁引用。 
注 32 福田「原始と近代と」同前掲書（注 2）、199 頁引用。 
注 33 福田豊四郎「海女について」『三彩』、美術出版社、47 号、
1950 年、8 頁。 
注 34 植村鷹千代「実証の成長―第 3 回創造美術展評―」『三彩』、
美術出版社、47 号、1950 年、4 頁。 
注 35 保泉、前掲書（注 15）、7－9 頁、引用。 
注 36 吉岡堅二、福田豊四郎、東山魁夷、上村松篁、橋本明治『日
本画の技法』、美術出版社、1953 年。 
注 37 福田「線について」同上、52 頁引用。 
注 38 同上。 
注 39 同上。 
注 40 注 2 同本中の「マチスと日本古典」や「芸術のふるさと－
エジプト壁画断感－」など。 
注 41 草薙奈津子・濱中真治編「福田豊四郎年譜」『福田豊四郎―
その人と芸術』、山種美術館、1991 年、122 頁参考。 
注 42 福田「敦煌」前掲書（注 2）、262 頁参考。 
注 43 岡崎敬「シルクロードにおける敦煌の芸術 敦煌の位置と
莫高窟の壁画・塑像の流れ」『敦煌の美術 莫高窟の壁画・塑像』、
太陽社、1980 年、51 頁参考。 
注 44 上原和・鄧健吾「最新敦煌事情を語る」『三彩』、三彩新社、
416 号、1982 年、62 頁参考。 
注 45 平成 28 年秋田県立近代美術館にて行われた「異国へのまな
ざし～画家たちがみつめたもの」に出品された《敦煌》の解説文
を参考。 
注 46 上原・鄧、同前掲書（注 44）、64－65 頁参考。 
注 47 同上。 





『シルクロード』、美術出版社、1962 年、69－74 頁参考） 
注 50 上原・鄧、同前掲書（注 44）、64 頁。 
注 51 鄧、同前掲書（注 44）、64 頁。 
注 52 上原「玉虫厨子と敦煌」同前掲書（注 44）、64 頁参考。 
注 53 上原、同上、64－65 頁参考。 
注 54 鄧「玉虫厨子と敦煌」同前掲書（注 44）、65 頁参考。 
注 55 鄧「パルチアンショットの変遷」同前掲書（注 44）、65 頁
参考。 
注 56 福田「敦煌」前掲書（注 2）、263－264 頁引用。 
注 57 福田、同上、262－263 頁参考。 
注 58 山本丈志「作品解説《金華山》」前掲書（注 12）、107 頁。 
注 59 山本丈志「作品解説《流れと鹿》」同上。 
注 60 【面取】球体を多面的にする場合も面取りということがある。
（『新潮世界美術辞典』、新潮社、1985 年、1474 頁） 
注 61 山本丈志「作品解説《野火・けもの》」前掲書（注 12）、108
頁。 
注 62 福田、前掲書（注 2）、61－63 頁、引用。 
注 63 福田、前掲書（注 2）、64－66 頁。 
注 64 同上。 
注 65 福田、同上、65 頁参考。 
注 66 福田、同上、66 頁参考。 
注 67 注 62 に同じ。 
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